
道政様式の基礎となる扱能として.速く改い推進力の

ための扱能 (kick),枝や幹を把むための枚能 (grasp),

そしてぶらさがるための扱能 (bang)の三つをとりあ

げ.それぞれに対する前後肢の形態的適応状態を.長管

骨 ･m甲･R･の形状.田関節･股関節･距腿関節の構温
tl.i･Fl･尺竹遠位部･肪骨･邦一指の発達あるいは退化の

程皮.lIl足 (辛)部および指部の延長固定化.威 ･肘の

犬山比などの項目について分析した.

その紙児.graspは霊長類の前後肢共に広く見られる
那.焔独加に著しく.英独類の前肢では休の大きなもの

はどhangに移行する.kickは地上,樹上の疾走型の

前後肢そして跳躍型の後肢に見られる｡例をあげてみる

と.メガネザルの前肢はgraspに適応しており,後肢

は全体として kickの機能が著しいが.中足部と指部は

graspの扱能を充分に持っている｡またチンパンジーの

前肢は hang的であり.後肢は grasp的であって.

knuckle-walkingによる四足地上渉行に対する適応は

目立たない.以上のように霊長類の運動様式への適応の

仕方は単純でなく.巡劫器の部分によって適応の方向が

異なっており.それらの投合休として多彩な運動様式が

現われると認識される｡

霊長類二足歩行のシミュレーションのための

基礎的研究l)

木 村 賛 (帝京大 ･医)

石田 英夫 (京大 ･理)

山崎 侶寿 (慶大 ･エ)

霊長類非行の運動力学的fi料よりモデルを作成し.そ

れにより各組lS･行の帖徴を示すことを目的とする｡さら

にこのシミュレーションによって将来は化石霊長獄の非
行様式を推定することを望んでいる｡

我々が昨年までに災L'iしてきたFT'ii.i長類二足S･行の定見

的測定値に本年は新たに高速シャッターによるスティッ

クピクチャー資札 故紙針屯極による筋電図史料の追加

を行った｡またクモザル及びニホンザル各1個体の解剖

を行い.tR性モ-メソト符の生休物理常数.筋付着位荘

等の測定を行った｡

これらの資料によりヒト.チンパンジー,ニホンザル

3位の渉行シミュレーションを行い,パワー.関節九

関節モメントなどを試許した｡

結果として現在のところ次の点が特記できる｡まずヒ

トとニホンザルではパワーの出し方が異なる. ヒトは

股･膝関節がよくのびて安定し,ここに加わるカは少な

い.推力は接床後期の下腿三現筋によるけり出し.した

がって足首関節における力が中心となる｡これに対して

ニホンザルではまがった股･膝関節を支持するための筋

力を多く必要とし.これら関節におけるカは大きい｡推

進は接床前期に上体がひきつけられるカを中心とする｡

チンパンジーの関節もニホンザルのように曲ってはいる

が.よりヒトに近く.けり出しによる推力もみとめられ

る｡ヒトの歩行はサルと比べて関節負担とエネルギ-消

光が激減している｡

今後の問題点としてほ筋力の推定方式についての枚討

がある｡またサルの四足非行が他の四足状と典っている

ことがわかってきており,四足歩行シミュレーションも

枚討する必要がある｡

口 頭 発 表

テナガザル二足非行の速度によるちかい｡卯29回人yl

学民族学迎合大会.1975年11月16日｡

テナガザル二足歩行の比較運動学的研究｡同上｡

笠長Wlの二足歩行の力学的解析｡同上｡

文 献

Patternsofbipedalwalkinginanthropoidprimates.

Proc.Symp.5thCongr.Intrn.Prim.Socりp.287-301,

丁ap.S°i.Press.

足底力からみた霊長類の二足非行.バイオメカニズム

3.p･2191226,淡大山版会9

二足Zl･行の総合解析モデル とシミュレーション｡rF-a

上.p.261-269.

計昇級シミュレーションによる二足少行の力学的肺

折｡人間工学,γol.ll.p.105-110.

ZZi･行の/<イオメカニクス｡))ウマチ外科.γol.3,p.

13-24.

設定課題 3.霊長類の生理的適応に関する研究

ニホンザルの温熱生態学的研究

一二ホンザルの体脂肪の測定法-

中山 昭雄 (阪大 ･医)

掘 弥 生 (阪大 ･医)

鈴木 正利 (阪大 ･医)

1) Tl加]守彦 (正長研)との共同研究

ニホンザルのf朋旨n/U'の季節による変動は.生態学的に

ち.生理学的にも興味ある問題である｡サルの体脂肪に

田する文献はわずか1?の報告があるのみで,それによ

ると体重 4.04kgと 2.87kgのサル (柾不明)の脂肪

含丘が体重のそれぞれ11.00/0.2.00/Oと記載されている｡

休脂肋の測定法には大別して比延法と水分測定法があ

るが.比延法はサルには適用が囚瓢である｡水分汎追iL･
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としては D20.1ITO,アンチビ1)ンなどによるカIL･かあ

るが.将来野外での班JTJ.及び測退さき芯の利TT)の班など

からアンチピリンはによることとした｡

用いたニホンザル8匹は三笠技研で呈三内餌-ffされている

もので.Brodicはによって企肘皮皿を測起し.mは的
は体脂肪をmtlル ようと拭みた｡アンチピリン200mg
を 20mlの企脱水に1才純写し.抑注後1.2,3.4時nt口日

にその血焚孤政をmlJ正し.外挿法によって全体披見を求

めた｡各州起点は片対数E]盛のグラフで田線上に乗って
いたが.8例申5例は体脂肪の罪1.1rlbi不可能であった｡

他は休B.13kg･で全水分皿52.10/0.脂肪が28.820/0.12

kgで68C/0.7.10/O.I9.8kgで72.850/0.0.410/Oという値

がfrJLられた｡酌J定結果のこのような大きなばらつきは.

佃休丑のみではなく.アンチピT)ンの血中濃度の低下が

ヒトにくらペて掴めて速いために.体水分畳の測定が不

花火であることに起因する｡

文献によれば.イヌもアンピリンの代謝がヒトよりも

1時間につき300/Qも速やかで,この方法による体水分量

の測定は囚雄であるという｡ニホンザルの休脂肪の測定

に声アンチビT)ン以外の方は･をTf]いなければならぬ｡

設定課題 4.主としてニホンザルを対象とした行動の研究

餌付け集団における個体問距臥 対人距離,

VocalAggreSSiorL畳の測定一近乱 中国

3集団の比較 (その2)

0 酎 F 尚数 (阪大 ･人間科学)

米川 文雄 (阪大 ･人間科学)

小山 田正 (阪大 ･人間科学)

W F皮に引続き.銚子沢.臥牛山 柏の3兆四におい
て.1)個肘柑取舵のあらわれとしての北田成Eiの凝災

皮.2)サルと人間との空間的関係としての対人距離(逃

)t距肌 攻撃距紙箱).そして 3)諮社会的状況におけ

る3長田の緊張皮のあらわれとしての vocalaggression

皿を測定し.鎌田特性を分析比校した｡

突放.観察の方法は.(その1)(霊長研年托vol.5)

を参照のこと｡奴矧壬耶口は.1975年5月12日より6月7

日までで.1先田につき約10日間を22した｡なお.各袋

田とも祉抗研究がなされていないため,家系表等の充料

がなく.娼】間中の CenSuSをもとに結果を分析した｡各

班田の pOpulationは.銚子A:413j=20.銚子B:120

土10.臥牛山:124土5.描:150土20であった｡(瓜初の

数倍はcensusの瓜訪仏)
個体問距経の良市値は,銚子Aが前年度の31在団を合

めての最高値.129頭を示し,銚子Bが64頭.臥牛山が

26頭.椿が62頭であったovocal aggression星では.

銚子Aが良市の868音節,椿が476音節.そして臥牛山が

投も低く.293音節であった｡ しかし,1頭あたりの平

均旭では.銚子Aと臥牛山は,約17音節で前年度と比べ

てもJCLjt打伯を示し.柊は9音節であった｡この結果か

ら.桃子Aは個体問距離が最も短かく.かつトラブルを

生じさせるような緊張度が高い.一方,臥牛山は個休閑

FE雛は長いが,銚子Aとは異なったトラブルを持ってい

る.柏は前年皮の災田のように.枕準的と考えられる｡
餌付けや人付けと附床が深い対人FE肌では.銚子Aが

1.1111で aVOidが生じ.銚子B:1.4m.臥Ll=山:1.25

m.枯 :2mで.これらのJ.lTlに1C/O水郷で有意差がみら

れた｡発達的にみると.%=年帆 まと迅い氾靴でavoidが

生じていた｡性差は.if:･近省に対する反応迎杭の型の問

にみられた｡

学会における究袈

卯2咽 ナ.)マーチス研究会 (1976.3.13-14)

銚子汎 臥車Lll.楓 3魂田の比校

(盲の1)個休Ⅷ距離 こついて

銚子挟.臥牛山,描,3袋田の比較

(その2)VocalAggressiomについて

第36回動物心理学全 く1976.6.12-13)予定

野生ニホンザルの接近者に対する友応とその距耽

くその2)一餌付けZJTl田,銚子訳,臥牛山,椿の比較

節40回日本心理学会 (1976.9.27-29)予定

中国.近故の野生ニホンザル6災団の比較

(その1)北田成nの密先性に関する研究
(その2)VocalAggression虫による先団緊張

度の汎定

(その3)接近者に対する反応の研究

ProgreSSiveRatio(PR)鼓化スケジュール

による社会的促進効果の分析

岩脇 三良 く中京大 ･文)

自由に行動できる部屋におかれたニホンザルの反応

が.同じ部屋の中に,もうlqlのニホンザルが存在する

ことにより,どのような行動変容を示すかをオペラント

灸fFづけにより枚討することを目的として.木研究が行

なわれた｡

4才iのエホンザルを放映休として.火映宝に設紅さ才L

たレバーを押す反応がPR8の強化スケジュールにより

学習された｡すなわち. レバーを 8回押すと食餌 (大

正)が山てきて.次回は16回.その次は24Eq.･･-という

ように食餌は8つずつ加TT･された回数のレバー押しによ

り出山される｡例えば30個日の大立を打(取するためには
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